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 1955 年８月 24 日が当館の開館ですが、その１年
後の５月 27 日からご覧の博覧会が当館の中で行わ
れております。日本語では、原子力平和利用博覧
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展示されていたのがお分かりと思います。 
 今の映画はフランスの映画です。アラン・レネ
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が、セプテンバー11（National September 11 
Memorial & Museum）にもお伺いしようと思って
います。 
 なぜかというと、結局、被爆者という当事者に、
ある意味われわれ資料館は支えられて今まで運営し
てまいりました。しかし、そういった当事者が亡き
後のことを考えたときに、やはり学術に立脚した展
示というものをわれわれは重要視していきたいと考
えております。さらに９月の中旬にアリゾナへ行き
ます。 
それから、頼まれたものですから、これだけは言
わせてください。ご覧の会議が 2019 年、京都で行
われます。
 
 
 これは世界の博物館の関係者が集まります。この
会議の分科会、委員会と呼んでいますが、ＩＣＭＥ
ＭＯという委員会を広島でやってくれ、手伝ってく
れという申し入れを実行委員会から頂いています。
これは結局、われわれと同じようなメモリアルをテ
ーマにした博物館の集まりです。こうした機会を通
して博物館同士の連携を確立していきたいと考えて
おります。 
少し慌てまして、いよいよ雑ぱくな話になりまし
たが、私の報告はこれで終わらせていただきます。
時間を超過して申し訳ございませんでした。以上で
終わります。 
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